
『経営学論集』創刊１００号を迎えて

専修大学経営学部長 馬塲杉夫

『専修大学経営学論集』が，昭和４０年１１月に創刊されて以来，創刊１００号を迎えることとなった。

これまでの先人の方々のご尽力とご努力の賜物であり，関係各位に御礼申し上げるとともに，この

記念すべき時に立ち会えたことを大変光栄なことと思う。

『専修経営学論集』創刊の経緯は，初代経営学部長である栂井義雄［１９６５］「創刊のことば」によ

ると，ざっと次のとおりである。専修大学が発行する研究機関誌として『専修経営学論集』が刊行

される以前は，専修大学学会が，昭和５年４月から昭和１７年まで『経済法律論叢』を発行していた。

戦後，その後をついで『専修大学論集』が昭和２７年１月から昭和３９年１２月まで刊行された。『専修

大学論集』は，経済，商業，経営，法律だけではなく，人文科学から自然科学まで包摂する総合学

術雑誌といった特徴を持ったものであった。しかしながら学問研究が専門化すると同時に，昭和４０

年４月に経済学，商学，経営学，法学の４学部構想が確立したのを機に，これら４つの学問的専門

領域へそれぞれ発展させ，『専修大学論集』は解消した。同時に，人文，自然科学等の一般教育関

係の学術雑誌として，従来の名称を継承しながら，新たに『専修大学論集』の１号を発行した。

『専修大学論集』は当時，年３回，発行していたが，『専修経営学論集』は年２回の発行を目指し

た。２０１５年でちょうど５０年で１００号を発行することができたことは，我々の誇りである。

また，これまで，２９回の特別号が出されている。この内，退職記念号は２２回，追悼号は４回であ

る。このほかに創刊間もない頃は，古希記念号が１回，情報管理特集号が２回出されている。そし

て，今回が創刊１００号記念号となる。

１００号までに掲載された内容は学術論文として文献研究から実証研究，さらには新たな研究にむ

けたトライアル，加えて，研究ノート，書評，学部の記録，博士学位論文の要旨など，実に多岐に

わたる。経営学部の所属教員を中心とした知の発信が，複合的かつ多方面へ大きな影響を与えたこ

とであろう。

一方，近年，学内発行の論文の役割が変わりつつある。その主たる要因として，若手教員を評価

する際に，査読論文が求められる場面が増えてきたこと，また，海外への情報発信が社会から求め

られていることが考えられる。ここに改めて，学内発行の論文の意義を再確認する必要性もあろう。

専大経営学部が存続することと『専修経営学論集』が継続的に発行されていくことは，ほぼ同義

であるとも考えられる。今後も絶えることなく発行されていくことを切に願っている。今後も本学

内外の研究者と関係者のご支援を賜れば幸甚である。
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